
回答者の性別 回答者の年代



回答者の居住地 回答者の選択分野



日ごろからハザードマップをよく確認して、自宅や学校、
勤務先などの状況を把握しておく。

避難場所や連絡方法など家族とよく話し合っておく。

地域の防災訓練や防災教育などに参加してご近所と協力で
きる体制を作っておく。

雨や風など災害の種類に応じた家庭での対策を考えておく。

災害に関する警報の種類やその内容を把握しておく。

防災アプリの利用やラジオの準備などをして、災害時でも
情報を受け取れるようにしておく。

食料や医薬品、電池やバッテリーなど、災害時に必要な物
の備蓄や管理をしておく。

災害時に使える伝言ダイヤルやSNSなどの連絡手段を理解
し、日頃から実際に使ってみて慣れておく。

災害に備えて保険の加入状況や必要な情報を確認し、適切
な補償を受けられるよう準備しておく。

災害対策



熱中症対策

暑さ指数（WBGT）や警戒アラートの発表等の情報を受け
取れるようにする。

熱中症の仕組みや症状、予防方法などの情報収集をする。

家族や近所の人たちへの声掛けや配慮をする。

熱中症予防のため涼しい時間に行動したり生活習慣を見直
すなど工夫する。

日傘や帽子、涼しい服装などを積極的に心掛ける。

仕事や学校活動、イベントなどでこまめな休憩や水分補給
などを心掛ける。

熱中症で具合が悪くなった人の応急措置を事前に学ぶ。

自宅や仕事場などにおいて、温度や湿度、暑さ指数など見
える化して体感に頼らない予防を心掛ける。

エアコンを適切に使用し、我慢に頼らず予防する。

カーテンやよしず、グリーンカーテンなどを使って屋内に
日射が入るのを防ぐ。

日ごろから適度な運動や暑さに備えた体づくりを行う。



農業被害対策

【一般消費者】地域産の農産物を選び、気候変動に強い地
域農業を支える。

【一般消費者】旬の食材を選び、無理のない生産と環境負
荷の軽減に貢献する。

【一般消費者】直売所や農業イベントに参加し、地域農業
への理解を深める。

【一般消費者】地産地消や環境配慮を掲げる店舗を選び、
持続可能な農業を支援する。

【一般消費者】小規模な家庭菜園や農業体験に参加し、農
業と気候変動の関わりへの理解を深める。

【農業従事者】天気予報や気象情報を日常的に確認し作業
計画を柔軟に調整する。

【農業従事者】高温に強い品種の導入や遮光資材の活用で、
猛暑の影響を軽減する。

【農業従事者】渇水や豪雨に備え、用水路点検や排水改善
など水管理を強化する。

【農業従事者】換気強化やミスト導入などの暑さ対策で家
畜の暑熱ストレスを軽減する。

【農業従事者】台風や豪雨に備え、ハウス・畜舎・機械の
点検と補強を行う。

【農業従事者】地域の農業者と情報共有し、災害時の協力
体制を平時から整える。

【農業従事者】高温・病害に強い品種や早生・晩生を組み
合わせ、リスクを分散する。



インフラ被害対策

停電による冷凍冷蔵庫停止に備え、常温保存できる食品を
確保しておく。

断水や下水障害に備え、簡易トイレや処理袋を家庭に用意
しておく。

防災アプリの利用やラジオの準備などをして、災害時でも
情報を受け取れるようにしておく。

給油困難に備え、車の燃料を常に余裕を持っておく。

暑い時期の停電に備え、保冷剤や冷感タオルの活用や車の
エアコンなど熱中症を避ける対策を検討しておく。

道路が被害を受けることに備え、複数の避難経路や移動手
段を事前に確認しておく。

物流停止に備え、保存食や簡易調理できる食品、医薬品や
オムツなどを家庭に備蓄する。

寒い時期の災害に備え、電池が不要なストーブや燃料など
の準備をしておく。

停電に備え、蓄電池やモバイル電源、懐中電灯などを家庭
に準備しておく。

断水に備え、飲料水と生活用水を十分に備蓄し、定期的に
入れ替えておく。


